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大
阪
で
日
中
友
好
協
会
の
文
化
活

動
と
し
て
、
太
極
拳
教
室
を
開
講
・

普
及
し
て
三
〇
数
年
に
な
り
ま
す
。

主
に
健
康
増
進
を
目
的
に
進
め
て

い
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
行
な

う
、
武
術
と
し
て
の
効
率
の

い
い
動
き
が
腰
痛
や
自
律
神

経
の
改
善
予
防
、
老
化
防
止

に
も
。
太
極
拳
は
も
と
も
と

武
術
で
す
か
ら
若
い
方
に
は

独
特
の
動
き
と
し
て
の
型
が

お
も
し
ろ
く
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。協

会
で
は
中
国
の
国
家
体

育
委
員
会
が
制
定
し
た
型
を
中
心
に

進
め
て
お
り
、
教
材
も
整
っ
て
い
て
、

講
師
陣
も
「
楽
し
く
、
た
め
に
な
る

講
修
会
」
を
目
指
し
て
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
員
が
多
数

在
籍
し
て
お
り
、
太
極
拳
の
基
本
か

ら
し
っ
か
り
教
え
て
く
れ
ま
す
。
時

に
は
剣
や
扇
、
刀
等
を
持
っ
て
練
習

も
し
ま
す
。

あ
な
た
の
特
技
や
生
涯
体
育
と
し

て
是
非
太
極
拳
を
す
す
め
ま
す
。

大
阪
府
下
の
各
教
室
で
は
無
料
体

験
レ
ッ
ス
ン
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
習
得
中
の
希
望
者
に
は
定
期

的
に
級
位
審
査
の
受
験
も
出
来
、
自

身
の
レ
ベ
ル
の
確
認
も
出
来

ま
す
。
現
在
開
い
て
い
る
太

極
拳
教
室
は
、
府
連
教
室
が

な
ん
ば
体
育
館
、
西
支
部
教

室
が
中
津
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
守
口
支
部
は
市
内
三

カ
所
で
、
他
に
も
富
田
林
や

東
三
国
な
ど
も
講
習
会
を
開

い
て
い
ま
す
。(

２
面
参
照
）

府連通信

な
ん
ば
・
西
教
室
な
ど
太
極
拳
講
習
会
始
ま
る

健
康
増
進
と
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
講
修
会

第
三
二
回
全
大
阪
き
り
え
美
術
展

が
、
五
月
二
二
日(

金)

か
ら
二
七
日

(

水)

ま
で
大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー

九
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー(

天
満
橋)

で
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
阪
府
内

と
関
西
の
き
り
え
サ
ー

ク
ル
会
員
や
愛
好
家
、

作
家
の
近
作
を
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
高
覧

く
だ
さ
い
。

西
支
部
で
は
稲
田
雪
男
氏
を
講
師

に
、｢

う
ち
わ｣
の
講
習
会
を
六
月
十

七
日(

水)

日
中
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。
六
月
二
七
日(
土)

か
ら

第
二
七
回
全
国
き
り
え
交

流
会
が
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

石
ば
し
庵
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
年
は
伊
豆
高
原
・

二
泊
三
日
で
す
。
ス
ケ
ッ

チ
や
講
演
会
な
ど
多
彩
な

内
容
で
す
。
全
国
の
仲
間
と
交
流
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

第
四
一
回
全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー

ル
秀
作
展
は
、
大
阪
き
り
え
セ
ン
タ
ー

(

天
神
橋
筋)

で
開
催
予
定
で
す
。
優

秀
作
と
大
阪
・
兵
庫
・
和
歌
山
の
入

選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

加
藤
義
明
き
り
絵
作
品
展(

仮
称)

を
十
二
月
に
開
催
し
ょ
う
と
、
堺
市

民
が
中
心
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。(

Ｋ
）

日中問題研究会

｢社会主義市場経済のゆくえ｣
世界的な金融危機のもと内需拡大で景気浮揚を

めざす中国市場経済について語ります。

講 師：渡辺 武(日中大阪府連会長）

日 時：５月２０日(水)18：30～20：30

会 場：日中文化センター（梅田茶屋町）

参加費：５００円

四
月
二
五
日
、
二
二
名
が
出
席
し

奈
良
支
部
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
四
月
に
「
第
一
回
相
談

会
」
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
「
奈
良
の

地
に
な
ん
と
し
て
も
日
中
の

組
織
を
再
建
し
よ
う
」
と
い

う
力
強
い
奈
良
県
関
係
者
の

努
力
で
、
二
九
年
ぶ
り
に
三

三
名
の
奈
良
支
部
が
再
建
さ

れ
ま
し
た
。

結
成
総
会
で
は
本
部
代
表

と
し
て
渡
辺

武
副
会
長

（
府
連
会
長
）
が
「
二
九
年

前
に
奈
良
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

以
降
、
長
年
に
わ
た
り
空
白
に
な
っ

て
い
た
奈
良
は
、
歴
史
的
・
文
化
的

に
中
国
と
の
関
係
が
深
く
、
組
織
が

再
建
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
意
義
深

い
こ
と
で
す
」
と
連
帯
の
挨
拶
が
あ

り
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
府
県
連
の
代

表
か
ら
も
「
奈
良
支
部
と
今
後
も
協

力
し
て
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
を
活
性
化
さ

せ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

地
元
団
体
か
ら
は
日
本
共
産
党
奈

良
県
委
員
会
、
奈
良
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯

委
員
会
の
代
表
か
ら
来
賓
の
挨
拶
が

あ
り
、
つ
づ
い
て
各
種
議

案
が
提
案
さ
れ
全
員
一
致

で
承
認
採
択
さ
れ
、
支
部

活
動
を
支
え
る
強
固
な
役

員
に
廣
田

仁
吉
さ
ん
が

支
部
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

太
極
拳
や
中
国
語
の
紹

介
と
懇
親
会
で
結
成
を
祝

い
ま
し
た
。
（
Ｔ
）

き
り
え
美
術
展
や
講
習
会
を
連
続
し
て
開
催

奈
良
支
部

二
九
年
ぶ
り
に
再
建

新
緑
の
武
庫
川
渓
谷

廃
線
ハ
イ
キ
ン
グ

西
支
部
は
五
月
行
事
と
し
て
武
庫

川
渓
谷
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
生
瀬
駅
か
ら
廃
線
の

ト
ン
ネ
ル
や
鉄
橋
を
武
田
尾
温
泉
ま

で
歩
き
ま
す
。

五
月
十
七
日
九
時
四
五
分
Ｊ
Ｒ
・

大
阪
駅
中
央
コ
ン
コ
ー
ス｢

旅
立
ち

の
鐘｣

前
に
集
合
、

ハ
イ
キ
ン
グ
の
で

き
る
服
装
と
昼
食

な
ど
を
持
参
し
て
、

直
接
集
合
し
て
く

だ
さ
い
。
交
通
費

は
自
己
負
担
で
す
。

（
１
０
５
０
円
）

中国剪紙（きりえ）
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侵
略
戦
争
へ
の
反
省
を
示
し
た
「
村

山
談
話
」
を
継
承
す
る
と
の
麻
生
首

相
自
身
の
言
葉
に
そ
む
く
も
の
で
あ

る
。日

本
中
国
友
好
協
会
は
、
麻
生
首

相
の
靖
国
神
社
へ
の
供
物
の
奉
納
に

強
く
抗
議
し
、
あ
わ
せ
て
、
「
海
賊

対
処
法
案
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
侵

略
戦
争
の
無
反
省
か
ら
く
る
自
衛
隊

海
外
派
兵
の
恒
久
化
に
つ
な
が
る
動

き
を
直
ち
に
や
め
る
よ
う
、
強
く
求

め
る
。

２
０
０
９
年
四
月
二
三
日

日
本
中
国
友
好
協
会

麻
生
首
相
が
靖
国
神
社
の
春
季
例

大
祭
に
、
神
前
に
捧
げ
る
「
真
榊
」

を
奉
納
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
昨
年
十
月
の
秋
季
例
大
祭
に
も
、

「
真
榊
」
を
奉
納
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

靖
国
神
社
は
、
か
つ
て
侵
略
戦
争

に
国
民
を
駆
り
立
て
る
精
神
的
支
柱

と
な
り
、
今
日
も
、
こ
の
侵
略
戦
争

を
全
面
的
に
美
化
し
宣
伝
す
る
中
心

的
施
設
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
靖
国
神
社
に
、
首
相
と
し
て

供
物
を
捧
げ
る
こ
と
は
、
政
教
分
離

を
定
め
た
憲
法
に
そ
む
く
と
と
も
に
、

４月開講の太極拳教室
府連教室 なんば体育館など：月曜日18：30～

西支部教室 北スポーツなど：木曜日18：30～

守口１中体育館：金曜日19:00～20:30、1・3・5火曜日

18:00～20:00 守口土居地区体育館：1・3・4・5水曜日

13：～15、守口東部教室：土曜日13：00～15：00

富田林教室 総合体育館：水曜日18：45から

東三国太極拳教室：1・2・3土曜日14：00～16：00

先
日
開
か
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
主
要
先

進
七
カ
国
会
議
か
ら
Ｇ
⒛
首
脳
会
議

へ
と
拡
大
さ
れ
た
中
で
、
新
興
国
の

存
在
意
義
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
問
題
点
と
し
て

危
機
克
服
の
枠
組
み
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
内
容
は
先
送
り

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
場
原
理
主

義
、
金
権
へ
の
批
判
と
、
各
国
独
自

の
規
制
と
国
際
的
な
規
制
が
焦
点
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
今
回
の
金
融
危

機
を
招
い
た
投
機
的
投
資
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ

ン
ド
の
無
秩
序
な
資
金
調
達
防
止
策

や
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
租
税
回
避

地
（
脱
税
を
公
に
認
め
る
）
に
よ
る

巨
額
な
運
用
資
金
の
温
床
と
な
っ
て

い
る
制
度
を
ど
こ
ま
で
規
制
す
る
事

が
出
来
る
の
か
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
本
気

度
が
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
又
、
国
際
協
調
と
し
て
国
際
通

貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
活
用
と
弾
力

的
な
運
用
が
出
来
る
よ
う
に
改
革
す

る
と
の
合
意
が
出
来
、
今
の
経
済
危

機
を
乗
り
越
え
る
た
め
世
界
各
国
で

は
貿
易
や
金
融
を
通
じ
て
一
兆
ド
ル

を
超
え
る
追
加
的
資
金
を
投
じ
る
こ

と
で
も
合
意
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
税
金
投
入
と
各
国
の
追
加
経
済
対

策
と
あ
わ
せ
て
莫
大
な
借
金
が
全
て

の
国
々
の
国
民
へ
重
税
と
し
て
重
く

の
し
か
か
る
事
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
中
国
を
筆
頭
に
日
本
、
ア

ラ
ブ
石
油
諸
国
が
ア
メ
リ
カ
の
弗

(

ア
メ
リ
カ
国
債)

の
大
半
を
所
有
し

て
い
ま
す
が
、
世
界
の
通
貨
ド
ル
基

軸
を
続
け
る
か
ぎ
り
ド
ル
の
信
用
は

が
た
落
ち
で
暴
落
の
不
安
は
消
え
ま

せ
ん
。
そ
の
一
方
で
新
興
国
の
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

の
発
言
力
も
無
視
す
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
中
国
の
動
向(

発
言)

が

ア
メ
リ
カ
を
動
か
す
ほ
ど
の
力
関
係

へ
と
変
化
し
始
め
て
い
ま
す
。

成
長
著
し
い
中
国
で
も
今
ま
で
の

よ
う
に
二
桁
成
長
が
維
持
で
き
な
く

な
り
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
半
年

間
で
の
経
済
成
長
率
が
六
％
台
維
持

が
や
っ
と
と
言
う
状
況
に
追
い
込
ま

れ
、
内
需
拡
大
の
経
済
対
策
が
急
が

れ
ま
す
が
、
特
に
内
陸
地
方
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
三
月
初
め
に
開
か

れ
た
全
国
人
民
代
表
者
大
会
で
新
た

に
提
案
さ
れ
た
追
加
経
済
対
策
の
速

や
か
な
実
施
を
通
じ
て
経
済
を
立
て

直
し
、
世
界
経
済
を
引
っ
張
っ
て
行

く
原
動
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

世
界
経
済
は
大
き
く
地
穀
変
動

ア
メ
リ
カ
中
心
か
ら
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
巻
き
込
ん
で

麻
生
首
相
に
よ
る
靖
国
神
社
へ
の

「
真
榊
」
奉
納
に
抗
議
文
を
送
付

第90期中国語講座開講中
中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４４，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は７９，０００円を６６，０００円に割引

＊授業の見学は無料で二科目までならＯＫです。

＊プライベートレッスンも随時受付中です。

六
月
に
開
か
れ
る
日
中
友
好
協
会

第
五
八
回
大
会
の
議
案
で
は

『
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
か
ら
六

〇
年
。
今
や
中
国
は
、
国
際
社
会
の

中
で
、
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
存
在
へ
と

発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
一
〇
年

に
お
よ
ぶ
文
化
大
革
命
の

混
乱
が
あ
り
、
日
中
友
好

運
動
も
大
き
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
が
、
他
国
の
友

好
運
動
へ
の
干
渉
と
い
う

過
ち
を
真
摯
に
総
括
し
た

中
国
が
、
国
際
社
会
の
一

員
と
し
て
大
き
な
役
割
を

担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
誕
生
で

平
和
共
存
を
求
め
る
動
き
は
、
世
界

の
揺
る
ぎ
な
い
潮
流
と
な
り
、
中
国

の
存
在
と
役
割
に
世
界
の
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

協
会
は
沙
飛
写
真
展
、
京
劇
全
国

公
演
、
四
川
大
地
震
災
害

義
援
金
な
ど
に
取
り
組
み
、

来
年
の
日
本
中
国
友
好
協

会
創
立
六
〇
周
年
を
展
望

し
て
、
運
動
の
さ
ら
な
る

発
展
と
組
織
の
強
化
を
め

ざ
そ
う
』
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

(

写
真
は
０
７
年
大
阪
・
大
会
）

六
月
に
東
京
で
全
国
大
会
開
催


